
海域 No.５

知床世界自然遺産地域科学委員会海域ワーキンググループの活動内容をお伝えします！

平成２７年度の主な活動内容

<第１回会合 平成27年8月20日、斜里町で開催>
・知床の海の「今」や変化を把握するために実施したモニタリングの評価内容
などについて協議しました。

<第２回会合 平成28年2月27日、札幌市で開催>
・平成26年度に実施されたモニタリングの結果について、評価を行いました。
・モニタリング結果や評価を取りまとめた「2014年定期報告書」について協議しました。
・根室海峡におけるロシアトロール船によるスケトウダラ漁獲情報入手に係る水産庁への要請書案が了承され、
翌日の科学委員会で報告されました。

知床のスケトウダラ

〇平成27年度においては、海域ワーキンググループ会合が２回開催されました。

スケトウダラの漁獲量は、資源管理の取組はされているものの、
現在、1990年以前の約１／１０にまで減少しています。

また、北方四島に面した知床の海では、ロシアのトロール船が
度々目撃されており、地元漁協より、漁業者の力だけでは資源
を守ることは難しいため、最低限の情報として、ロシアのトロール
船の漁獲量を把握してほしいとの声が上がっていました。

これを受け、本ワーキンググループでは、漁獲量把握に向けた
動きなどの進捗状況を地元漁協へ情報提供し、本会合でも随
時報告していましたが、その後、状況がなかなか進展しませんで
した。

そこで、本ワーキンググループでは、スケトウダラ漁獲情報を把握
することは、世界自然遺産である知床の生態系を保全するために
も重要であることから、平成27年度第1回科学委員会においてロ
シア側のスケトウダラ漁獲量把握について水産庁へ要請することを
提案し、了承されました。

その後、本ワーキンググループにおいて要請文案を作成し、
平成27年度第2回科学委員会において了承されたことから、
平成28年３月31日、科学委員会委員長から、水産庁長官に

対し要請書が送付され、受理されました。

図 ： スケトウダラの漁獲の動向（出典：水産庁「平成27年度
我が国周辺水域の資源評価 ダイジェスト版」

第2回会合の様子

（モニタリング項目）
海氷、水温、生物相、有害物質、サケ類、
スケトウダラ、トド、アザラシ類、
海鳥類、海ワシ類、社会経済

○知床の海洋生態系を代表するスケトウダラの漁獲量

○科学委員会委員長から水産庁長官へ要請

日ロ漁業委員会等の場に
おいて、水産庁からロシア漁
業庁へ根室海峡におけるロ
シア国トロール漁船によるス
ケトウダラ漁獲のデータ交換
を申請する公式文書を送付
するよう要請する。

要請内容〈抜粋〉



多利用型統合的海域管理計画定期報告書から見る知床の現状

会議の内容をもっと知りたい方はこちら

知床データセンター
http://dc.shiretoko-whc.com/

◆お問い合わせ先◆
北海道環境生活部環境局生物多様性保全課
〒060-8588
札幌市中央区北3条西6丁目
電話 011-231-4111（代）
内線 24-357

<平成28年４月発行>

第２期海域管理計画も
ご覧いただくことができます。

<漁獲量>

・2014年の漁獲量は斜里町が24,496トン、羅臼町が41,420トンとなり、それぞれ前年を下回った。
・斜里町の魚種別推移はサケ類の占める割合が非常に高い状況に変化はないが、羅臼町の魚種別推移
は近年サケ類の占める割合が減少傾向にある一方で、スルメイカの割合が増加している。

<観光入込客数>
・2005年度を境に減少傾向が続いていた観光入込客数は、2014年度は前年度に比べ斜里町は6.4%減
少、羅臼町は1.4%増加している。
・2014年度訪日外国人宿泊者数は前年度に比べ増加している。

※定期報告書は北海道庁ホームページ（http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/skn/ssi/seaplan.htm）から
ご覧いただくことができます。

モニタリング結果をまとめた「2014年度定期報告書」から、知床の現状をご紹介します。

<海氷：海氷面積の長期変化傾向>
・2014/15年シーズンのオホーツク全体の海氷量は、
1970/71年の統計開始以来、最小。
・オホーツク海の海氷域面積は年ごとに大きく変動している
が、長期的には緩やかに減少している。

右図：オホーツク海の海氷域面積
の経年変化(1971～2015年）

北海道大学大学院水産科学
研究院准教授。北の海の生態
系で、スケトウダラ・トドといった主
要種が他の種とどのように関わり
合っているかを研究しています。
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